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現代芸術論におけるデザイン学生の授業感想と教員からの通信 ♯2
Ⅳ．結語
本研究は，「ミニマルアートからニューペインティング
まで」の20年間の現代美術の様式を解説したものであ
る．
シンプルな造形で美術様式を変革させたミニマルアー
トから始まって，関連するプライマリー・ストラク
チャー，概念の自立を図った企てのコンセプチャルアー
ト，地球の自然や天体と調和をアートで示したアース
ワーク，物の言葉を聴いて造形をする，アルテポーベラ
ともの派．ポストモダニズムの扉を開けたニューペイン
ティングとその他の美術を併せながらアメリカ，ヨー
ロッパと日本を横断的に網羅した．
特に，作品の制作意図を示す「現代芸術の基本理念，
表現の時代背景，表現の地域特性，作品概念，表現論」
の観点から概観した．各項目ごとに現代美術が理解でき
るように，学生の質問や感想に答える形で考察を交えな
がら作品事例をあげて，詳細に表現の根幹を明らかにし
た．
学生の現代美術に対する戸惑いや興味は，徐々に理解
から親しみへと変化し，それに応じて質問や感想の内容
も変化するのも教育者として興味深い．デザインや芸術
文化を創造するためには，先人の歴史を学ぶと同時に芸
術文化も学ばなければならない．創造の源泉として，本
研究が考え方の大きなヒントになるであろう．
熱心に取り組んでくれた学生に敬意を表したい．
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